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中央教育審議会生涯学習分科会
小中一貫教育に関する調査研究協力者会議
次世代学校支援モデル構築に関する調査研究事業推進委員会委員
校務におけるＩＣＴ活用促進事業」における事業検討会委員会



指導主事として語ろう

1. なぜ一人一台情報端末なのかを語ろう

2. 教育の情報化が進んだときのイメージを
語ろう

3. 教育の情報化ビジョンの価値付けを語ろ
う

4. ＩＣＴが学校に息づく例を語ろう

5. 一人一台情報端末文化づくりを語ろう
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なぜ一人一台端末なのか！
どれほど語ることが出来るか
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整備や利活用が芳しくないのは
私たちが悪いわけではないね

それで一人一台情報端末導入？
ものすごい予算を使って
贅沢すぎるのでは？
使えるのだろうか？



自身の情報化を振り返らせる

• 校長世代で、８５％くらいはスマホ所有率。若年層は１００％。もっているという
ことは使っている。使っているということは感覚が変わっているということ。

• スマホで位置がバレているのは、基地局がわかるから。

• 電話も、音声交換アプリにすぎない。メッセージ交換アプリがLINE。

• スマホの考え方。スマホの基地局の量で、GPSデータで混み具合がわかる。コロナ
禍前後の人の出具合などのデータがさりげなく。

• 天気アプリ。何時ごろ雨降るか、雨雲レーダー。データに基づいた意思決定。

• ちょっと前までは、十分にデータを入手できなかったけど、これからは、学習ログ
が把握できる。エビデンスベースどの意思決定ができる。

• IOT → ビッグデータ → AIが解析。今までの気象データをもとに、予測し、日
本地図の地図データにマッピング。それをスマホで、覗いているだけ。端末は、ほ
ぼ空っぽ。クラウドに繋ぐことでスマホからいつでも見ることができる。

これが、GIGAスクールの考え方。例えば、翻訳ツールは、クラウドで動いている。
外国の児童生徒も、手元で使える。未来のためというより、今の普通の機能を今使
う。
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社会の変化から語る

• 人口減少社会の到来
高齢者の割合増加、労働人口の激減、少子化
→ 一人一人のパフォーマンスの高さが必要
従来のサービスレベル：テクノロジーの活用

• ロボットとＡＩの実用化→多くの職業が影響

• 労働者に求められる能力が変化
→ 創造性や協調性が必要な業務、非定型な業務が人間
の仕事の中心
→ 人手不足とテクノロジーの発達を前提とした就労構
造の変化が大きくなる
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・一人一台端末を整備することが目的となってはいけない。
・個別最適化された学び → 個別最適な学び へ変化
・多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に。



指導主事として語ろう

1. なぜ一人一台情報端末なのかを語ろう

2. 教育の情報化が進んだときのイメージを
語ろう

3. 教育の情報化ビジョンの価値付けを語ろ
う

4. ＩＣＴが学校に息づく例を語ろう

5. 一人一台情報端末文化づくりを語ろう
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～教育委員会・学校としての推進体制～
（教師の研修・校務の情報化）

推進体制が確立して、

教師の研修や校務の情報化が推進したときの

姿を描けるか？

指導主事は教育委員会や学校を支援



推進体制が確立
教師の研修や校務の情報化が

推進したときの姿

・

・

・

・

・

いくつかの具体的な姿が描けないと
体制づくりは進みません。

指導主事として
推進したときの姿を

語ってイメージ化を図りたい



学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリ

ア形成の方向性と関連付けながら、見通しを持って

粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返

って次につなげる「主体的な学び」
(2016/8/26 中教審教育課程部会 審議のまとめ 第1部p.46)

例１ 「主体的な学び」

指示されてやる学習ではない



子供同士の協働、教職員や地域の人との対

話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等

を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な

学び」
(2016/8/26 中教審教育課程部会 審議のまとめ 第1部p.46)

例２ 「対話的な学び」

自己の考えを広げ深める姿は・・・



指導主事として語ろう

1. なぜ一人一台情報端末なのかを語ろう

2. 教育の情報化が進んだときのイメージを
語ろう

3. 教育の情報化ビジョンの価値付けを語ろ
う

4. ＩＣＴが学校に息づく例を語ろう

5. 一人一台情報端末文化づくりを語ろう
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教育の情報化のビジョンを策定

• 教育の情報化は、教育計画全体の中に位置付けられるべきものであ
り、各教育委員会がそのビジョンを策定し、推進していくことが求
められる。

• 平成 30 年 6 月、教育基本法に基づき、教育の振興に関する施策の
総合的かつ計画的な推進を図るため、第 3 期の「教育振興基本計画
」が閣議決定された。

• 同計画における「今後 5 年間の教育施策の目標と施策群」において
教育の情報化の関連について挙げられている。

• これを踏まえ、各地方自治体は、その教育振興基本計画（教育基本
法において地方自治体の努力義務とされている）等の中に、教育の
情報化についての方針を地域の実態に応じて明確に位置付けること
が求められる。

17

あなたの自治体は？



○市学校教育情報化推進計画
第１章策定について ①政府及び文部科学省の方針 ② 県の動向

第２章○市の現状と課題
（１）現状のＩＣＴ環境 （２）学校・教員アンケート結果（３）今後取り組むべき課題

第３章基本方針

（１）本計画が目指す姿

（２）基本方針

①こどもの学習プロセスにおけるＩＣＴの活用

②授業での学習効果を高めるＩＣＴ

③特別な支援を要するこどもの教育におけるＩＣＴの活用

④教員研修の充実と地域への情報発信

第４章具体的な取組み

第５章計画の進捗管理
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（１）本計画が目指す姿

• 学校における働き方改革の面からは、統合型校務支援システムの導入などＩＣＴの
活用による業務改善が期待されています。

• 一方、本市は、電子黒板やデジタル教科書などＩＣＴ環境をいち早く整備し、活用
してきました。その中で分かったことは、ＩＣＴはこれまでの紙の書籍・資料等に
置き換わったり、「読む・書く・計算する」の学習場面をなくしたりするものでは
なく、従来のノートや鉛筆、黒板と同様にあくまで一つの道具・手段(ツール)である

ということです。そのため、ＩＣＴの活用推進にあたって注視すべきことは、ＩＣ
Ｔの整備状況や活用頻度ではなく、「ＩＣＴによりどのようなこどもの力を伸ばす
のか」であることを教育委員会・学校・教員が共通認識として持つことが必要不可
欠です。

• その上で、本市がこれまで取り組んできた、人と関わり合いながら学ぶ「学び合う
学び」を引き続き推進するとともに、一斉学習・個別学習・協働学習のそれぞれの
学習場面や学習プロセスにおいて、ＩＣＴを効果的に活用することは、こどもたち
が様々な課題に関心を持って主体的・対話的に学ぶことにつながると考えます。

• こうした考えのもと、本計画は、○市教育大綱及び○市教育振興基本計画で掲げる
「○市が目指す人間像」を踏まえ、一つのツールとしてＩＣＴを活用することによ
り、次の５つの力をあわせ持つ「時代を切り拓くこども」の育成を目指します。
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ＩＣＴの活用頻度ではない

ＩＣＴを活用して主体的・対話的に学ぶ



（２）基本方針

20ＩＣＴを活用して主体的・対話的に学ぶと学習プロセス



④教員研修の充実と地域への情報発信

ａ 教員のＩＣＴ活用能力の向上

各校の教員がＩＣＴ活用の目的を理解し、ＩＣＴ活用の知識やＩＣＴを活用した分か
りやすい授業の実践力を養成する研修を定期的に実施し、教員のＩＣＴ活用能力の向上
を図ります。また、先進自治体の教材研究や授業実践の事例情報の収集・活用を進めま
す。

ｂ 教員支援体制の充実

ＩＣＴの活用には、機器の特性や機器操作についてある程度の習熟が必要です。教員
の業務負担を軽減したり、分かりやすく円滑な授業進行を図ったりするため、ＩＣＴ機
器に造詣が深く、教育内容や教材の知識も有するＩＣＴ支援員の配置や、機器トラブル
等に対する技術支援・活用方法への助言など機器メンテナンス業者によるサポート活動
の充実など教員の支援体制を充実します。

ｃ 学校ホームページの充実など地域との交流

学校ホームページの充実を図るとともに、学校生活の様子や教育活動の情報を積極的
に配信することで、学校の取組みへの保護者・地域からの理解を深めます。

また、記録・発信を意識して地域行事や校外活動に参加することにより、地域社会と
のつながりを深めます。
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かつて痛い経験あり



指導主事として語ろう

1. なぜ一人一台情報端末なのかを語ろう

2. 教育の情報化が進んだときのイメージを
語ろう

3. 教育の情報化ビジョンの価値付けを語ろ
う

4. ＩＣＴが学校に息づく例を語ろう

5. 一人一台情報端末文化づくりを語ろう
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（まず教員が）ステップ１体験

• インターネットで情報収集や、写真・動
画による記録を行い、デジタルによる資
料・作品の制作を行う。

• 一人一人の考えを同時に一画面に映し出
してみんなで共有する。

• 共同編集で、リアルタイムで考えを共有
しながら、グループで資料を作成する。
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教員ステップ１研修例

• インターネットで情報収集や、写真・動画に
よる記録を行い、デジタルによる資料・作品
の制作を行う。→ 例：自己紹介作成

• 一人一人の考えを同時に一画面に映し出して
みんなで共有する。
→ 例：自己紹介を提示

• 共同編集で、リアルタイムで考えを共有しな
がら、グループで資料を作成する。
→ 例：学校の強み、弱みを書く
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愛知県春日井市 水谷校長 提供
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愛知県春日井市 水谷校長 提供
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愛知県春日井市 水谷校長 提供
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愛知県春日井市 水谷校長 提供



30愛知県春日井市 水谷校長 提供
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34愛知県春日井市 水谷校長 提供
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次に子ども
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愛知県春日井市 水谷校長 提供
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愛知県春日井市 水谷校長 提供



41
愛知県春日井市 水谷校長 提供
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愛知県春日井市 水谷校長 提供



43
愛知県春日井市 水谷校長 提供

小６実践
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愛知県春日井市 水谷校長 提供

小６実践
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ステップ１は

すぐにできま
すか？
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ステップ０
“小学校1年生から中学3年生まで”
“どの子どもたちも”
（特別支援学級、外国人児童生徒）

“システムが動き始めたその日から”
活かせる一人一台端末

子どもが入力する
→

教師が見ること
ここがステップ０

ステップ１は
すぐにできますか？
ステップ０が
いるのでは？



ステップ０のためのクラウドアプリ



心の天気 ＝自分の心を見つめる
教師は子どもたちの心の変化をとらえる

子どもが心の天気を入力 教師が心の天気を見る





（例）心の天気

名

前

期 日
教師は子どもへメッセージ発信を
して子どもとつながる



子どもの「天気」と「ひとことメモ」入力画面



言葉にならない気持ちを吐き出すことができる小さな避難場所（ゼミ生 矢崎楓子さんのとらえ）

月刊ＰＨＰ2020年6月号



ステップ０からのバージョンアップも
「学びの天気」で
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学びの天気入力
ここをクリック

算数
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学びの天気入力

ふりかえり入力

自分の思考や行動を客観的に把握し認識する、
いわゆる「メタ認知」に関する力を育てる

教師は「学びに向かう力」を捉える
授業改善への貴重な資料とできる
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ふりかえりは一覧できる。
他の子どもたちも読むことが出来るように設定可能



学びに向かう力・人間性等



主体的に学習に取り組む態度

①知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付け
たりすることに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面と、②①
の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面とい
う2つの側面から評価することが求められています。

後者は、自己調整学習の理論やモデルが基盤になっていると思われま
すが、やはりここでもメタ認知が鍵になります。なぜなら、学習者が
自らの学習を調整するためには、まず、自らの学習状況を適切にメタ
認知することが要求されるからです。

しかし、自らの学習方法や理解状況を適切にメタ認知することは、実
は私たちが思っている以上に難しいものです。学習者が自らの学習状
況を慎重に吟味したり、批判的に捉えたりといった機会を設け、適切
なフィードバックを与えていく中で、このような態度やスキルを育成
して必要があります。 （岩手大学教育学部准教授 久坂哲也）



京都教育大准教授
伊藤崇達



全学級での共通行動提案

全ての学級で朝あるいは帰りに「心の天気」を入力させましょう。

一つの教科（例 国語）を決めて、「学びの天気」と「ひとことメモ」を
入力させましょう。

学級担任は、まずは「心の天気・学びの天気」を眺めます。
学年主任は学年全体を、管理職は全校の「天気」を眺めます。



学びの本質を深めるための
ICTをツールとして活用した授業づくり

授業スタイルを無理矢理変えるのではなく、
今一度、ここでの学びは何かを考える

まさにツール（道具）としての認識を持つ。
良いツールは使えばいいという主義で。

普段の授業は協働的であるか？
道具によって促進されるが

もともとの授業作りの根本が大切！
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校務支援システ
ム活用から開始
していることに
注目したい

学校の情報化を推進するのは
校務支援システムの有効活用から始めるのがいい

大切なことは共通行動
だれもができることから始め、
その価値付けをすることを忘れない



全員への連絡掲示板

校 内



連絡掲示板詳細

校 内



連絡掲示板の効用

• 朝の打ち合わせ時間の短縮
情報には2種類あり。口頭or文書

• 口頭連絡より行き渡る連絡
掲示期間の設定

• 連絡版から入力、集計の手間はなし

• 朝の１分間スピーチで教職員コミュニ
ケーション充実 → チーム力

• 学校支援システムへの様々なアイデア



学校支援システムトップ画面（下部）

校 内



保健室利用者一覧

校 内



保健室機能

• 出欠席一覧
校長室や職員室から気になる生徒の出欠席が
わかる

• 保健室利用者一覧
担任への情報提供、養護教諭と担任との連携

• 出席簿印刷
時間短縮、養護教諭統計処理短時間

• 通知表、指導要録へデータ転送

• 孤独だが孤立させてはいけない



職員会議はペーパーレス

• 会議室機能利用で、提案文書を貼り付け、
いつでも引き出せるので印刷せず

• 提案文書をクリックすると、文書が開く

• 50人近くが一斉にアクセスしてもストレ
スなし

• 仮にその日の提案文書が合わせて２０
ページすると、
２０枚×５０人＝１０００枚の節約



職員室ネットワークの活用

• 必要なデータは自分で取りに行く
例：月予定表は教務フォルダから

各自が印刷

• 原則、全員に印刷配付することはしない
ネットワークの積極的活用
無駄の排除
必要な人が必要なデータを印刷

• 家庭での作業確保（テレワーク）



学校支援システムトップ画面（上部）

校 内

ＳＮ＝スクールネット
職員室の情報が教室でも流れる



教室ネットワーク

校 内



教室ディスプレイトップ画面

校 内



質問事項
【児童生徒のICT活用について】

・ 基本となる操作やタイピング等、情報活用の
基礎的な知識・技能を習得する時間を教育課程上
に、どのように位置づければ効果的であるのか？
（やっぱり、教育課程外の時間か？）

• 教科等の指導において、（ICT活用ならでは
の）児童生徒の変容が見られた事例。（校種、
県内外問わず）



質問事項
【教職員の指導について】

• 訪問指導の際、全職員に対して指導・助言できるのはおよ
そ２０分間。その中で、教職員のICT指導力を向上するために、
どうしても語るべきこと。語ると良いこと。

• ICTの指導力を図る指標はありますか？（文部科学省からも
でていますが、それよりもよい指標があれば教えてくださ
い。）

• どの程度まで、すべての教員ができるようになればよいで
すか？（なかなかICTを活用してくれないこと（年齢によって
もあると考えます。）も考えられます。）

• 教員のICT活用指導力を高めていくために、教育事務所（指
導主事）はどのような研修を実施するとよいか。

• 実際の学校訪問で、指導主事がICTを使って指導をする際、
どのような使用が可能か。



質問事項
【教職員の校務における利用について】

• 一人一台端末になっていくにあたり、ICT機器を「授業で」、
「成績処理で」「校務支援で」活用することが考えられる。
「授業で」は、現在、授業支援ソフトを使って研修並びに実
践が積み重ねられている。「成績処理で」、「校務支援で」
において、どんな活用が考えられるか。

• 「成績処理で」は、ポートフォリオ形式でデータを蓄積す
ることが考えられるが、例えば記録に残す評価をどのように
集約し、成績処理に活用したらよいか、どのような実践があ
り、どんな研修をしていくといか教えていただきたい。

• 「校務支援で」は、職員会議のペーパレス化や掲示板など
を玉置先生の記事から拝見したが、どのような研修を行った
か、実際に稼働したときの問題点などはあるか教えていただ
きたい。



質問事項
【組織・人員配置等について】

• 学校の情報化を進めるために、ICT支援員を配置するように
なっていますが、SEが学校に常駐して取り組んでいるような
例はありますか。あるのなら、どんな効果がでていますか。

• 学校組織の情報化を進めるためには、機器の管理、使い方、
トラブル対応等多岐に渡り、学校で今までのように「情報主
任」一人で担当することは難しいと感じます。校内のチーム
でうまく対応している具体例はありますか。

• 現場の先生方が、授業でICTを活用する雰囲気を作り出すた
めに、環境を整えること以外に、学校組織としてできること
は何か。（※毎時間大型モニタにデジタル教科書を映してお
く、児童のタブレットは電源を入れてスリープ状態にしてお
くなど、環境を整えておくことは有効だった経験がありま
す。）



ハンカチ理論

1点を持ち上げると、他も上がる



サントリー創業者 鳥井信治郎

なんでもやってみなはれ、

やらなわからしまへんで。

玉置の主張


